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八
月
七
日
（
土
）
に
、
井
原
市
の
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
、

第
三
十
六
回
「
井
原
夏
ま
つ
り
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
江
原
公
民
館
は
、
今
年
も
百
人
を
大
き
く
超
え
る
人
数
で
参
加

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る
主
役
は
、
何
と
言
っ
て
も
「
踊
り
連
」
で

す
。
西
江
原
公
民
館
は
、
ま
つ
り
に
参
加
し
て
い
る
踊
り
連
の
中
で

も
最
大
級
で
あ
り
、
毎
年
こ
の
規
模
で
参
加
出
来
る
の
は
、
皆
様
の

ご
協
力
無
し
で
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

そ
の
お
か
げ
で
、
今
年
も
「
優
秀
賞
」
を
頂
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
各
行
事
を
盛
り
上
げ

る
た
め
、
皆
様
の
ご
協
力
を
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
小
角
地
区
が
担
当
で
行
い
ま

し
た
。
五
月
に
役
員
会
を
立
ち
上
げ
小
角

地
区
挙
げ
て
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
準

備
に
入
り
ま
し
た
。
九
月
十
九
日
の
宮
掃

除
ま
で
に
、
す
べ
て
の
注
連
縄
等
が
出
来

上
が
り
、
横
注
連
祭
、
御
神
幸
祭
、
奉
納

神
楽
、
大
祭
式
等
祭
典
の
諸
行
事
を
厳
粛

か
つ
盛
大
に
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
特
に
御
神
幸
祭
で
は
、
神
職
、
神
社

総
代
、
各
地
区
自
治
会
長
の
参
列
を
い
た

だ
き
又
諸
団
体
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
無
事
に
宮
上
り
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ

に
大
当
番
を
始
め
小
角
地
区
民
を
代
表
し

て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
り
に
祭
典
委
員
の
皆
様
と
小
角
地
区

の
方
々
の
ご
協
力
に
深
く
感
謝
致
し
ま

す
。 甲

山
八
幡
神
社
の
秋
祭
り

小
角　

片
山
勝
司

暑～い夏でした暑～い夏でした暑～い夏でした暑～い夏でした暑～い夏でした暑～い夏でした

井
原
夏
ま
つ
り　
文
化
部
長　

相

田

瑞

明
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九
月
十
二
日
、
い
ば
ら
サ
ン
サ
ン
交
流
館
を
会

場
に
敬
老
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
一

三
五
名
も
の
多
く
の
皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
に
ぎ
や
か
な
お
祝
い
と
感
謝
の
会
と
な
り
ま

し
た
。
式
典
後
、
会
食
を
し
な
が
ら
、
可
愛
い
子

供
ダ
ン
ス
、
格
調
高
い
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
、
素
晴

ら
し
い
舞
踊
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
会
場

は
笑
顔
と
楽
し
い
語
ら
い
で
満
ち
ま
し
た
。

　

今
日
の
豊
か
な
日
本
の
礎
を
築
い
て
い
た
だ
い

た
ご
年
配
の
皆
様
に
感
謝
し
、
益
々
の
ご
健
康
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
開
催
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係

各
位
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
三
十
三
回
西
江
原
納
涼
盆
踊
り
大
会
が
、

八
月
十
三
日
に
立
戸
公
園
に
お
い
て
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
夕
方
に
な
る
と
、
三
三
五
五

人
々
が
集
ま
り
、
や
ぐ
ら
の
回
り
に
は
、
踊
り

連
二
十
連
、
踊
り
子
約
五
百
人
が
子
供
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
賑
や
か
な
四
重
の
輪
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
回
り
に
は
、
八
地
区
と
一
団
体
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
出
店
が
連
な
り
、

会
場
の
雰
囲
気
を
一
層
盛
り
上
げ
て
下
さ
い
ま

し
た
。
老
若
男
女
を
問
わ
ず
大
勢
の
人
達
が
参

加
し
盆
踊
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
小
さ
な

子
供
達
や
孫
を
抱
い
た
方
が
多
く
、
三
世
代
で

会
場
に
足
を
運
ば
れ
た
方
が
多
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
日
本
の
夏
の
伝
統
行
事
、
大
切
に
守
り

育
て
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
最
後
に
な
り
ま

し
た
が
、
早
朝
よ
り
の
準
備
、
そ
し
て
片
付
け

と
役
員
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。

　おしゃべりサロン甲山では、毎月
第３月曜日の９時 30 分から、モー
ニングカフェを開いています。
　100 円でおいしいコー
  ヒーとトーストを食べなが
      ら、おしゃべりを楽しんで
      みませんか。町民の方でした
        ら、どなたでもお気軽に
                                  どうぞ。

　公民館２階に、絵本コーナーを整備し

ました。０歳児から５歳児用の絵本を

30 冊置いています。

　どんどん活用して下さい。

貸出期間　２週間
冊　　数　２冊／回

貸出方法　
事務所に申し出て          
下さい。

　

各
地
区
担
当
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
及
び
主
任
児
童
委
員
が
、
十
二

月
一
日
の
一
斉
改
選
に
伴
い
、
次
の

通
り
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
活
動
を
ス

タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
ご
相
談
に
適
切
に
対

処
で
き
る
よ
う
、
精
一
杯
が
ん
ば
る

つ
も
り
で
お
り
ま
す
。

　

御
気
軽
に
声
を
か
け
て
下
さ
い
。

担
当
地
区

担
当
者
名

寺
戸
・
神
戸

横
田
由
美
子

西
新
町
・
本
新
町

石
井
由
美
子

東
新
町

片
山　

暉
子

西
町

原
田　

忠
彦

東
町
・
中
町

坊
野　

昭
夫

長
谷
・
藤
ノ
木
・

山
本
住
宅

川
上　

昌
弘

戸
倉
・
才
児

岡
本　

友
志

小
角

齋
藤
ノ
ブ
子

賀
山

椋
本　

延
男

全
域
（
主
任
児
童
委
員
）

落
合
由
紀
子

全
域
（
主
任
児
童
委
員
）

中
山
由
利
子

✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣

ご
高
齢
の
皆
様
に
感
謝

婦
人
会
長　

齋
藤
敦
子

西江原納涼盆踊り大会
体・レク部長　前原義明

あ
な
た
の
地
区
の

民
生
委
員
で
す

モーニングカフェ　　絵 本　　読んで！
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「
西
江
原
地
区
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
推

進
室
」
は
、
去
る
八
月
十
日
（
火
）
、
19
時
か

ら
公
民
館
集
会
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
民
と
行
政
が
対
話
を
通
じ

て
協
力
し
な
が
ら
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
が
主
催
、
地

区
自
治
連
合
協
議
会
と
公
民
館
の
共
催
で
、
平

成
十
九
年
度
か
ら
市
内
各
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
の

テ
ー
マ
を
も
っ
て
順
次
開
催
さ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

　

西
江
原
地
区
で
は
、
自
治
連
合
協
議

会
と
公
民
館
、
市
担
当
者
と
数
回
の
協

議
を
し
、
本
年
度
の
テ
ー
マ
を
「
少
子

高
齢
社
会
に
お
け
る
心
豊
か
で
活
力
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
決
め
た
。

　

つ
ま
り
、
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
中
で
、
近
年
来
次

第
に
薄
れ
て
い
く
地
域
の
「
連
帯
感
」

や
「
郷
土
意
識
」
、
「
教
育
力
」
や
「
活

力
」
な
ど
に
つ
い
て
、
西
江
原
の
人
々

が
主
体
と
な
っ
て
今
の
時
代
に
相
応
し

た
醸
成
策
を
探
り
、
で
き
る
も
の
か
ら

実
践
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
い
ま
町
内
で
活
動
し
て
い

る
組
織
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
、
広
く

町
民
や
地
域
住
民
を
対
象
と
し
て
事
業
を
企

画
・
展
開
し
て
町
民
や
地
域
に
豊
か
さ
や
元
気

を
与
え
て
い
る
実
践
事
例
を
知
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
広
く
波
及
、
発
展
さ
せ

る
こ
と
が
得
策
で
あ
る
と
考
え
、
今
回
は
、「
西

江
原
史
跡
顕
彰
会
：
会
長
・
落
合
清
三
氏
」
（
長

年
に
わ
た
り
郷
土
の
歴
史
や
文
化
を
発
掘
、
伝

承
し
て
い
る
）
と
「
戸
倉
ス
ポ
ー
ツ
同
好
会
：

会
長
・
松
本
泰
幸
氏
」
（
旧
来
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
か
ら
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の

核
と
し
て
地
域
を
動
か
し
て
い
る
）
に
取
り

組
み
状
況
や
課
題
等
に
つ
い
て
の
報
告
・
発

表
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
昨
年
の
テ
ー
マ

で
あ
っ
た
「
私
学
と
と
も
に
歩
む
生
涯
学
習

の
推
進
」
の
そ
の
後
の
状
況
に
つ
い
て
、
興

譲
館
高
等
学
校
の
小
谷
彰
吾
校
長
か
ら
の
取

り
組
み
の
成
果
と
展
望

等
の
発
表
を
い
た
だ
い

た
。

　

最
後
に
、
市
担
当
者

の
進
行
で
、
市
側
か
ら

の
実
践
例
報
告
な
ど
も

交
え
て
、
テ
ー
マ
を
推

進
す
る
た
め
の
意
見
交

換
や
協
議
を
し
て
終
了

し
た
。

　

こ
の
会
を
受
け
て
、

早
速
、
興
譲
館
朋
友
祭

で
新
た
に
史
跡
顕
彰
会

が
生
徒
と
昔
の
穀
物
食

の
試
食
コ
ー
ナ
ー
を
開

い
た
り
、
公
民
館
の
文
化
部
の
メ
ン
バ
ー
が

参
加
し
た
り
す
る
な
ど
の
交
流
に
つ
な
が
っ

た
。
公
民
館
と
し
て
は
、
自
治
会
等
の
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
町
内
に
あ
る
各
種
団

体
、
保
存
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
等

の
代
表
者
会
を
開
い
て
、
相
互
の
連
携
や
文

化
の
継
承
策
、
次
代
を
担
っ
て
く
れ
る
子
ど

も
た
ち
と
町
の
将
来
を
明
る
く
元
気
に
す
る

事
業
が
で
き
な
い
も
の
か
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
に
も
雨
が
降

り
そ
う
な
天
候
の

下
、
「
第
四
十
八

回
市
民
体
育
祭
」

が
十
月
五
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
幼

年
部
四
百
メ
ー
ト

ル
リ
レ
ー
で
第
一

位
と
好
ス
タ
ー
ト

を
き
り
、
午
前
の

部
が
終
っ
た
時
に

は
、
優
勝
を
狙
え

る
第
三
位
に
つ
け

て
い
ま
し
た
。
昼

前
よ
り
雨
が
降
っ

た
り
止
ん
だ
り
の

天
候
で
し
た
が
、

選
手
の
皆
さ
ん

は
、
雨
に
濡
れ
な

が
ら
も
、
頑
張
っ

て
下
さ
い
ま
し

た
。
ま
た
今
年
は
、

応
援
場
所
が
ゴ
ー

ル
前
と
い
う
こ
と

も
あ
り
例
年
以
上

に
テ
ン
ト
内
で
は
、
常
に
大

歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
終

わ
っ
て
み
れ
ば
、
第
三
位
と

健
闘
致
し
ま
し
た
。
平
成
九

年
よ
り
優
勝
か
ら
遠
ざ
か
っ

て
い
る
の
で
来
年
は
優
勝
を

目
指
し
て
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
選

手
・
役
員
の
皆
様
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

　

西
江
原
町
第
三
十
七
回
囲
碁
大
会
が
九

月
十
九
日
（
日
）
に
西
江
原
公
民
館
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

 
 

☆
大
会
成
績                           

（
敬
称
略
）

ク
ラス

優
勝

第
二
位

第
三
位

敢
闘
賞

Ａ
片
山
敏
光
川
田
一
郎
国
末
嗣
雄
竹
井
　
積

Ｂ
平
井
清
治
藤
井
伸
文
中
新
　
毅
落
合
健
二

囲
碁
大
会
開
催

市民体育祭 	 体・レク部長　前原義明

平
成
22
年
度
西
江
原
地
区
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
推
進
室



(4)西江原公民館だより 124 号

　

十
月
二
十
三
日
（
土
）
婦
人
学
級
と

愛
育
委
員
の
活
動
と
し
て
芳
井
地
区
を

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
し
た
。

　

内
山
完
造
生
家
跡
・
雪
舟
ゆ
か
り
の
重

玄
寺
な
ど
を
訪
ね
な
が
ら
秋
を
満
喫
し
て

帰
り
ま
し
た
。

婦
人
学
級ウ

ォ
ー
キ
ン
グ

　

市
は
、
本
年
度
の
計
画
で
あ
っ
た
西
江

原
公
民
館
駐
車
場
の
舗
装
工
事
を
こ
の
た

び
完
了
し
、
駐
車
区
画
を
示
す
ラ
イ
ン
も

引
か
れ
て
、
約
80
台
の
車
が
整
然
と
駐
車

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
自
治
連
合
協
議
会
の
予
て
か
ら
の

懸
案
で
あ
っ
た
「
資
源
ご
み
回
収
場
所
」

（
現
、
公
民
館
玄
関
）
の
変
更
設
置
に
つ

い
て
は
、
舗
装
に
合
わ
せ
て
駐
車
場
に
駐

輪
場
を
設
置
し
、
回
収
場
所
に
も
し
た
い

旨
の
要
望
を
い
た
し
ま
し
た
が
予
算
や
舗

装
計
画
決
定
後
等
で
不
採
択
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
自
治
連
合
協
議
会
長

の
飯
居
滋
久
様
が
代
表
取
締
役
を
務
め
ら

れ
て
い
る
「
淺
野
織
物
合
資
会
社
」
が
二

年
後
に
創
業
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
る
の

で
、
町
の
皆
様
に
お
礼
を
兼
ね
て
公
民
館

に
寄
付
し
た
い
旨
の
申
出
が
飯
居
様
か
ら

あ
り
、
市
と
も
協
議
し
あ
り
が
た
く
お
受

け
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
浄
財
で
自
治
連
合
会
懸
案
の
資
源

ご
み
の
回
収
場
所
に
も
活
用
で
き
る
「
多

目
的
駐
輪
場
」
と
駐
車
場
南
西
角
の
出
入

り
口
（
出
合
い
が
し
ら
に
な
り
危
険
）
を

東
に
変
更
す
る
工
事
を
、
こ
の
舗
装
工
事

に
合
わ
せ
て
で
き
る
よ
う
市
に
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、
受
注
さ
れ
た
志
多
木
組
様

の
絶
大
な
る
ご
協
力
も
あ
り
、
同
時
に
、

し
か
も
ふ
れ
あ
い
広
場
に
間
に
合
う
よ
う

完
了
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
多
目
的
駐
輪
場
は
、
駐
車
場
東

北
角
に
そ
の
基
礎
工
事
を
同
時
に
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
近
い
う
ち
に
川
田
金
物

様
が
上
屋
の
工
事
を
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ

の
暁
に
は
、
月
一
度
の
資
源
ご
み
の
回
収

場
所
に
も
な
る
予
定
で
す
。
飯
居
代
表
取

締
役
様
、
市
当
局
、
志
多
木
組
様
、
川
田

金
物
様
の
ご
支
援
ご
協
力
に
感
謝
で
す
。

　

今
年
の
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
は
、

こ
の
時
期
と
し
て
は
最
高
の
好
天

に
恵
ま
れ
た
十
一
月
二
十
一
日

（
日
）
に
、
多
く
の
町
民
の
皆
様

の
参
加
を
い
た
だ
い
て
成
功
裏
に

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
後
の
小
・
中
学
生
の

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の

さ
わ
や
か
な
演
奏

の
頃
に
は
、
既
に

多
く
の
人
た
ち
で

賑
わ
う
と
い
う
盛

況
の
な
か
で
の
開

幕
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
民
館
の
文
化
教
室
で

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
各

分
野
の
人
た
ち
の
活
動
の

成
果
を
ス
テ
ー
ジ
や
展
示

に
て
発
表
し
て
い
た
だ
く

秋
の
文
化
祭
に
端
を
発
し

た
こ
の
行
事
。
今
で
は
、

小
学
校
全
児
童
の
作
品
展

示
や
各
地
域
の
特
色
の
あ

る
テ
ン
ト
村
の
演
出
・
販

売
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

消
防
団
、
Ｊ
Ａ
様
等
も
参

加
す
る
西
江
原
町
挙
げ
て

の
秋
の
一
大
祭
典
と
し
て

定
着
を
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
力
作
の
展
示
や
発

表
、
茶
室
や
婦
人
会
好
評

の
う
ど
ん
な
ど
の
も
て
な

し
も
大
人
気
と
。
長
い
歴

史
の
中
で
こ
の
行
事
を
こ

こ
ま
で
充
実
発
展
、
継
続

し
て
こ
ら
れ
た
こ
れ
ま
で

の
関
係
者
に
心
か
ら
感
謝

と
敬
意
を
表
し
な
け
れ
ば

と
改
め
て
感
じ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
興
譲

館
の
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

と
カ
ラ
オ
ケ
に
よ
る
の
ど

自
慢
で
無
事
計
画
ど
お
り

閉
幕
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。　

　

参
加
い
た
だ
い
た
国
会

議
員
や
市
、
市
教
育
委
員

会
の
方
々
も
、
こ
の
行
事

の
充
実
と
盛
況
ぶ
り
に
賛
辞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
開
催
に
向
け

て
、
展
示
や
発
表
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

方
々
、
そ
し
て
、
事
前
に
何
度
も
打
ち
合

わ
せ
を
し
て
裏
方
で
支
え
て
い
た
だ
い
た

文
化
部
の
メ
ン
バ
ー
、
さ
ら
に
は
、
各
地

域
の
ま
と
め
と
前
日
早
朝
よ
り
会
場
の

設
営
か
ら
片
付
け
ま
で
ご
協
力
・
ご
支
援

を
い
た
だ
い
た
各
自
治
会
・
公
民
館
長
様

の
ご
尽
力
が

あ
っ
た
か
ら

こ
そ
で
あ
り

ま
す
。

✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡✡

駐
車
場
の

　
　
　
舗
装
工
事
完
了

２０１０西江原ふれあい広場
西江原公民館長　宗髙平八

　

最
後
に
、

ご
協
賛
を
賜

り
ま
し
た
町

内
の
企
業
、

有
志
の
皆
様

と
参
加
い
た

だ
い
た
町
民

の
皆
様
に
心

か
ら
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。


